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手書き世界地図にみる世界地図認識の課題

一地理教育の視点から－

西岡尚也＊
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I・研究目的 要な意味を持つ国（地方・場所）である。無関心

でいること自体考えられないことだが、その場所

が認識できない人にとって、出来事やニュースへ

の興味・理解度は激減する。自分たちの払った税

金が、なぜこのように使われているのか、どうし

てイラクが重要なのかを考えることで「国際社会

に通用する人」になるのである。つまり「日本人

が国際社会からも尊敬される」ためには可地理的

素養＝「地理的なものの見方・考え方」が不可欠

なのである。そのためには地理教育がもっと重視

されるべきである。

１．イラクの位置がわからない大学生

日本地理学会地理教育専門委員会が「大学生・

高校生へのアンケート」を実施した。具体的なデー

タを示して、「イラクの位置がわからない大学生

が44％」という衝撃的な結果が報告された（資料

１，２００５年２月23日付、新聞各紙)。しかし、近

年わが国で地理教育が軽視されてきた現状からみ

て、この結果は予想されたことである。

イラクは自衛隊が派遣された、日本の歴史上重
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本稿では、近年わが国で地理教育が軽視されて

きた結果として「世界地図認識」が不十分である

ことを、データ的に裏付けることを目指した。

Ⅱ世界地図認識の傾向

１．５段階に分類して考察

第１に「自分の国（日本）」を中央に描く傾向

が、ほぼ全員に共通してみられた。Ａ段階「日本

とその周辺が描けている」を、判断するのは容易

であった。しかし、Ｂ段階「大陸が１～２つ描け

ている」と、Ｃ段階「大陸が３～４つ描けている」

の区分（境界）には最も苦労した。そこでどんな

形であれ、大陸が（一部でなく全体的に）３つ描

けていたらＣ段階とした。したがってＣ段階が45.

1％で最も多くなった。

Ｃ段階にはオーストラリア大陸が登場してくる

ものの、アフリカ大陸がなかったりユーラシア大

陸そのものがアフリカと混乱・混同しているもの

もある。いずれにせよＣ段階の大部分も「満足の

できる」「およそ正確」という世界地図ではなかっ

た。またＣ段階とＤ段階の境界もこれに次いであ

いまいであり、分類には苦心した。

以上をまとめると、残念であるが日本人でほぼ

満足に世界地図が描ける、すなわち「Ｄ段階」は

15.5％であった。仮にこれにＣ段階の一部（上位）

を加えても、２０％には満たないだろう。したがっ

て、何も描けなかったＥ段階の２６％を含めて、

約80％の日本人が満足な世界地図が描けないこと

になる。私たちはこの事実をもっと謙虚に受け止

める必要がある。これは国際化する現代社会に生

きていくうえで、深刻な問題であると考えられる。

２．手書き世界地図の分析

私たちの生活舞台はこの地球である。日常生活

で地球全体を意識することは少ない。しかし、誕

生以来何度もさまざまな世界地図に接している。

そして地域イメージを形成しつつ、各自が空間的

な「頭の中の世界地図」を認識してきた。それら

は無意識のうちに記憶され残る。また日常生活で

はいテレビをはじめさまざまなメディアに登場す

る、海外の情報や映像にふれている。さらに自ら

が現地を訪問する、海外旅行の機会も増えた。

このような各自のイメージにある世界地図を、

何も参考にせず「手書き」で描いてもらうことに

より、「頭の中の世界地図（メンタルマップの一

種)」が集められる。筆者はこれまで表１の方法

で、一定の条件を決めて、高校生・大学生・社会

人の合計1,878人の「手書き地図」を集めてき

た')。そしてＡ～Ｅの五段階に分類した（資料２－

１～資料５－２参照)。これらを分析することで、

世界観（世界地図認識）の傾向・特徴が考察でき

ると考えている2)。

表１：「手書き世界地図」の調査方法と結果

２．第三世界（地域）認識の欠如

次に詳細にＤ段階の地図を見てみよう、すると

東アジア（日本の近辺）・ヨーロッパ・北アメリ

カの国名などの認識が比較的正確である。これに

対して、アジア（東アジア以外）・アフリカ・ラ

テンアメリカ・オセアニアの、いわゆる「第三世

界（地域）」のイメージが乏しい事例が多く見ら

れた。日本近辺の東アジアが詳しいのは、新聞や

テレビの天気予報でたびたび目にするためと考え

られる。また、ヨーロッパ・北アメリカが詳しい

のは、欧米の情報が日本のマスコミには多いこと

が要因と考えられる。

Ｃ段階に分類した資料６（社会人22歳女性）は、

その典型的な例である。「遠くのヨーロッパ」の

傭考：各段階の基翠は厳密でなく、筆者の主観で判断した。例にあげ
た各図は筆者がトレーシングペーパーで写し取ったものである．

－３６－

方法：各人の頭の中にある世界地図を自由に描いてもらう

対象：高校生・大学生・社会人、合計1,878人

条件：事前予告なし。何も参考にしないで自分の頭の中
にあるイメージで世界地図を自由に描いてもらう。

８×12cmの枠内に書くように指示する。（用紙配布）

時間10分以内。時間が余れば地名(国・都市)等を
記入。

注意：成績や評価に関係しないことを説明し、できるだ

けリラックスした状態で行う。詳細にこだわらず

大まかに全体を描くように指示する。

Ａ段階：日本とその周辺が描けている

Ｂ段階：大陸１～２つが描けている。

Ｃ段階：大陸３～４つが描けている。

Ｄ段階：およそ正砿な世界地図である

Ｅ段階：何も描けない（白紙)。

合計

｡

。

264人

427人

847人

292人

48人

1,878人

14.1％

22.7％

45.1％

15.5％

2.6％

100％



西岡：手書き世界地図にみる世界地図認識の課題

方が「近くのアジア」より強く認識されているの

である。彼女の認識には東南アジア・南アジアか

ら西アジアのイメージが極端に欠如し、その先の

ヨーロッパやアフリカにつながらないのである。

遠くのイタリア半島（長ぐつ）やイギリスが描け

ても、近くのフィリピンなどの島々やインドシナ

半島がイメージに登場しないのである。

今日の日本社会では、一般にマスコミを含めさ

まざまな分野で、圧倒的に欧米地域に関わる情報

が多く、興味や関心も高い。逆に東南アジアや、

その他の第三世界（地域）に関する情報は少なく

イメージが乏しい。私たちの「頭の中の世界地図」

にもそれが反映され、遠い欧米の方が、近くの東

南アジアより詳しく描かれることになる。これは

日本人の世界観あるいは世界地図認識の傾向・特

徴であるといえる。

る。

高校・大学と約25年にわたる、筆者自身の学校

教育現場での体験からもこのことは年度を追うに

つれ、深刻化している。小学校低学年における生

活科の登場＝社会科（名称）の消滅、小学校高学

年・中学校における社会科教科書からの体系だっ

た世界地理記述の消滅は、子供たちの地理を学ぶ

機会を減少させた。

小学４～６年生の４割が「天動説」を信じ、地

球が丸い（平板でない）ことや自転していること

を理解できていない（2004年４月12日付、読売新

聞)、という調査もある。

高校では1982年４月、現代社会の誕生にともなっ

て、地理は必修科目から選択科目へ格下げになっ

た。さらに1994年４月の社会科解体＝地理歴史科

の新設で、世界史のみが必修になり、地理の学習

機会は著しく減少傾向にある。この結果高校三年

間で地理を学ばず、地球儀や地図帳に一度もふれ

ることなく卒業するケースが一般的となっている。

３．外国人（留学生）の世界地図

それでは外国人の場合はどうなるのだろうか。

海外からの留学生に描いてもらった「頭の中の世

界地図」を検討してみた（資料７）。調査事例が

少ないため断定できないが、外国人の場合も日本

人と同じように自分の国（出身国）を中央に描く

傾向が見られた。また自国とその近辺が比較的詳

しいのに対して、遠ざかるほど自信のない線にな

る。

このことからその人が「幼い時からどのような

地図にどれだけ接してきたか」という経歴が各人

の「頭の中の世界地図」を決定する要因になると

考えられる。それぞれの生まれ育った国や地域で

｢違い」がみられることがわかる。

２．教員の地理・地図離れ

高校での地理の必修科目から選択科目への「格

下げ」は、教員採用にも大きく影響してきた。高

校教員で、大学時代に地理を第一専攻したものが

教員採用試験に合格できる割合は激減している3)。

つまり「大学で地理を専攻していない社会科教員」

が増えた結果、「社会科教師の地理・地図離れ」

が多くみられるようになった。地図帳や地球儀を

使った授業のできない教員が増えている。

大学教員になってからの筆者の経験でも、教育

学部社会科教員養成コースの入学生で、高校時代

に「地理」を選択受講した学生の割合は三分の－

以下である。彼らは大学卒業後、小・中・高校の

社会科教員になるわけであるが、自らは高校時代

に地理を学ばなかったケースが増えているのであ

る。また中学校社会科教員で、大学にて地理を第

一専攻した割合は10％に満たないと考えられる4)。

残念であるが「地理をきちんと学んでいない」

ために、「地理が苦手な」社会科教員が多いので

ある。学習者側からみても、小学校・中学校時代

「地理に苦手意識を持つ」社会科教員に教えられ、

おもしろくなかった地理を、高校や大学で選択・

専攻しようとしない。つまり地理教育の「低迷」

Ⅲ、地理教育の現状

１．地理（地図）教育の衰退

地理学習は「地図に始まり地図に終わる」とい

われて来た。しかし近年学校教育現場では地理教

育の低迷・衰退が問題となっている。地理教育の

目標は「地理的な見方や考え方」をめざしてきた。

すなわち「地図」にふれる機会がなくなったがた

めに「世界地図認識」が形成されずに大人になっ

た人が増えている。いうまでもなくこの原因は、

近年わが国で地理教育が軽視されてきた結果であ
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資料２－１：「手書き世界地図」Ａ段階の例（その１）
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西岡：手書き世界地図にみる世界地図認識の課題

資料２－２：「手書き世界地図」Ａ段階の例（その２）
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資料３－１：「手書き世界地図」Ｂ段階の例（その１）
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西岡：手書き世界地図にみる世界地図露織の課題

資料３－２：「手書き世界地図」Ｂ段階の例（その２）
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資料４－１；「手書き世界地図」Ｃ段階の例（その１）
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西岡：手書き世界地図にみる世界地図認識の課題

資料４－２：「手書き世界地図」Ｃ段階の例（その２）

Ｗﾀﾞ．

ｱﾒｶﾞｶ

騨
ｿビエト

中
園
］

、
○ｲ堀

社会人42歳女子

社会人45歳女子

－４３－



琉球大学教育学部紀要第67集の

資料５－１：「手書き世界地図」Ｄ段階の例（その１）
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西岡：手書き世界地図にみる世界地図認識の課題

資料５－２：「手書き世界地図」Ｄ段階の例（その２）
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資料6:典型的な日本人のr手番き世界地図｣の例

｢衰退｣の問題は､｢地理教育の内容｣に問題があ

るのではなく､｢教員側｣｢教える側｣に要因･責
任があるのである｡

この対策には,社会科教員における ｢地理専攻

教員｣の比率を増やさなければならない｡そのた

めには､社会科 (地歴科 ･公民科)で一括した教

員採用試験を行うのではなく､小教科 (専攻)の

バランスを考えた､社会科教員採用試験を実施す

ることが必要である｡

Ⅳ.追跡調査にみる ｢頭の中の世界地図｣変化

1.手書き世界地図の変化

ではどうすれば､ このような ｢頭の中の

世界地図｣は､変化 (改善)するのだろう

か｡答えは簡単である｡意識的に世界地図

に接する回数を増やせばよいのである｡資

料 8は高校入学時 (1年生4月)から2年

生終了3学期まで,約 2年間にわたり追跡

調査したものである｡対象は 1年で現代社

会 (必修)､ 2年で地理A (選択)の受講生

である｡

筆者の勤務校 (当時)では､ 1年生にお

いて現代社会の授業 (必修) を受ける.覗

代社会 にも一部 に世界地図に接する内容

(世界の文化)がある｡ しかしこれらは限ら

れている｡そこで 1年生全員に,通常は地

理を選択した際に購入する地図帳を､現代

社会でも購入してもらい,さまざまな機会

をとらえ世界地図に親しませるよう努力を

した｡具体的には授業の開始時に､発生し

た海外のニュースを必ずその場所を地図で

確経させる作業をした｡なぜなら1年生の

段階で地図帳に親しむことが2I3年生で

習うことになる世界史や日本史､政治経済

や地理の理解に大きく影響するからである｡

2.世界地図にふれることが大切

資料 8をみれば高校 1学年4月から2学

年4月までの 1年間は,現代社会を学んだ

結果が影響していると考えられる｡またこ

こにあげたのは､次の2学年で地理を選択

してさらに地図帳を活用した生徒の事例で

ある｡ 1年目と比較して2年目の 1年間の

方が大きく変化しているのが読み取れる｡

この理由は､地理の方が現代社会より世界

地図に接する機会が多かったからだといえ

る｡ どの生徒も世界地図に描く地名や国名

が飛躍的に増えている｡

また変化の結果を詳細に見ていくことに

より､各個人についての世界認識の地域単

位での盲点 ･弱点が明らかになる｡ これを

もとに各自の親題を指摘し､適切なア ドバ

イスを行えばよりバランスのとれた世界認

識を育てていけるのである.

これらの生徒の反応は大変良好で､｢ニュー

スに登場する地名がわかった｣ ｢外国の出来

事に関心を持つようになった｣などがみら

れた｡中には ｢テレビの横に地図帳を置い

て､知らない地名が出てきたら調べるよう

になった｣ という､大変うれしい感想を聞

かせてくれる者もいる｡

この例からも分かるように､頭の中に正

しい世界観三空間認識を描けることは ｢新

しい発見｣ であり ｢楽しい｣ ことなの

である｡地球規模に視野を広げ､空間的に

広い視点から社会現象を考察できる力は,

将来の ｢国際人｣ ｢教養人｣として大切な資

質になる面である｡そしてこれこそが地理

教育の目標である ｢地理的なものの見方 ･

考え方｣なのである｡

Ⅴ.結語
近年,学校教育では国際理解教育が重要視され

-46-



西岡：手書き世界地図にみる世界地図認識の課題

資料７：外国人（留学生）の「手書き世界地図」
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資料８：追跡調査にみる「手書き世界地図」の変化
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西岡:手番き世界地図にみる世界地図認故の裸題

ている｡しかし ｢外国帯-英静｣だけでいいのだ

ろうか｡筆者は ｢国際理解はまず世界地図から｣

を主張したい｡英単清を1,000帝覚えるのも大切

かも知れないが.世界の国名約190か国の名称と

位置をマスターする方が､はるかに実用的であり

重要だと考えるからである｡国際化時代には ｢読

み｣｢書き｣｢計算｣と並んで ｢世界地図で考える
力｣も基礎学力であり､最低限必要な教養- ｢生

きる力｣ (国際人としての素養)だと考えている｡

社会科の教員は､機会あるごとに世界地図を用

いる工夫を,意識的に実行すべきである｡そして

小 ･中 ･高校の各教室に､1枚でよいから世界地

図が貼られる予算措唇を行政に要求したい｡長期

的には､小中学校においては ｢2-3の国｣のみ

を学ぶのではなく､体系だった ｢世界地理｣の復

活と､高校での地理を選択科目から必修に戻すこ

とが必要である｡

《追記》

本稿は西岡 (1996.pp.35-57)の一部に､それ

以降に収集したデ-タを加筆 ･修正し,新たな考

察を加えたものである｡｢手番き世界地図｣の収

集に協力していだいた皆様に感謝する｡また内容

の一部は,沖縄地理学会第24回大会 (2005年7月9

日､於 :沖縄国際大学),および日本地理教育学

会第55回大会 (2005年8月6日､於 :専修大学神田

校舎)にて発表したものである｡
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